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第 1 図? ?合良品卓 Z 
L: p......w. Pm 
一一寸トーミシ K，t 
〔注〕 仁一 l内は筆者が挿入したものφ 一→ト+消費過程 Kst資本家。
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Mースウィージ ， A. .=マユュエノレ等の第三世界主義，あるいはそれに結合
したアメリカ大帝国主義 CP.M スウイージー， H マグドフ等〉を挙げ，そ
の欠陥を資木/賃労働の国際的階級対抗視角の失如として批判するのである曲。
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余価値と利潤の形態 (W-G-Wに対抗する w-g-w) をとった資本主義的
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揖テ ゼを.w-g-wの国閉山 c-wj九 p=醐関係から排他的に切り離され，中心部/
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その領域は， G-WIPm段階，および十 十ー いm 段階である. それゆえ資本の昆際化は生
、 明 g 、w
佐賀本と関わりをもっ℃いない。資本の国際化は社会的資本ι総面環におけ否龍通の三つのモメ
ントに厳しく限定されている。 とりわけ彼は，形態Eの国際化 [~p...p の国際化〕を排除
することによって， 期余価値創出領域の脱趨域化【=国外移転]を考慮に入れることを拒否




化祖座と領有吉凶七課題一一一J ，経済系』第124集 1980年， 4ベ ジ〉となる没概念的なp...pに
よって特徴づけられた外国籍企業を，本文中に指摘した視角によってとらえかえそうとするパロ
ワの問題意識に即して統一されうるものであろう.
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